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 [Overview and purpose of the course]
今日，文理の分野を問わず最先端の研究を進めていくには，大規模データの分析・管理技術が不可
欠となっている．本講義では，コンピュータで問題を解くのに必要なモデル化やアルゴリズムとそ
の情報検索への応用，データの管理およびデータから有用な情報や知識を抽出する技術，情報の分
析結果の可視化と対話技術など，多くの分野で利用されているトピックを精選して，演習形式で具
体的な問題を計算機で解く方法を学ぶ．
【研究科横断型教育の概要・目的】
上に述べたように，大規模データの分析・管理技術はあらゆる分野の研究に必要とされている．
また，この授業では，各自がプログラミングの演習によって技術を実践できるレベルに到達するこ
とを目標としている．

 [Course objectives]
上に述べたように，大規模データの分析・管理技術はあらゆる分野の研究に必要とされている．本
授業では，それらの技術の仕組みの基礎を理解するとともに，「情報分析・管理論」と連携して，
各自が具体的な問題に対して技術を実践できるレベルに到達することを目標としている．

 [Course schedule and contents)]
・ガイダンス（1回）
　講義全体の概要

・問題のモデル化と問題の解き方，情報検索(5回) (担当: 浅野)
　コンピュータで問題を解くために必要となる，問題のモデル化と，問題の解き方，すなわち，ア
ルゴリズムについて学ぶ．具体的には，まず，グラフを用いたモデル化，アルゴリズムとその戦略
（計算量，近似，動的計画など），情報検索に用いられるランキング手法PageRankやHITSなどの応
用について講述する．さらに，正規表現などの形式言語と，オートマトンや隠れマルコフモデルが
生物情報学の配列解析に応用された事例を通して，情報科学の他分野への応用について学ぶ．
・データマイニング（3回） (担当: 浅野)：データを分析して，有用な情報や知識を抽出するための
手法について講述する．具体的には，データマイニング技術（アソシエーションルール，クラスタ
リング，決定木，サポートベクターマシンなど)と，そこで利用されている機械学習やベイズ推定
の技術を学ぶ．

・データベース (2回) (担当: 加藤)
　大規模な情報を管理するデータベース技術について講述する．
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・情報検索(2回) (担当: 加藤)
　大量の文書データから必要な情報を検索するする技術について講述する．基礎的な検索モデル，
索引技術やランキング学習について学ぶことで，現状の検索システムがどのように動作しているの
かを理解する．また，検索システムの性能を定量的に評価する方法について理解を深めることによ
り，より良い検索システムを選択・構築する方法を身につける．

・情報の可視化と対話技術 (2回) (担当: 加藤)
　分析結果などの情報の可視化，インタラクション技術，情報発信技術を取り上げる．

 [Course requirements]
情報分析・管理論を受講していること．
プログラミングを伴う演習を受講する意欲があれば，プログラミング経験は問わない．
各自のノートPC等の持ち込みを前提としているが，貸出用のPCも用意している．

 [Evaluation methods and policy]
演習で扱った情報分析・管理技術を理解し，具体的な問題に応用し，実際にその解を計算できるよ
うになることが達成目標である．「情報分析・管理論」と合わせて，出席状況および毎週のレポー
トによってこの目標に到達しているかどうかを検証し，成績を算出する．

 [Textbooks]
特になし
 [References, etc.]
  （References, etc.）
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 [Study outside of class (preparation and review)]
必要な場合は授業中に指定する．

 [Other information (office hours, etc.)]
前期・後期共に同一内容のリピート科目である．
自身の研究に，種類は問わず，何らかのデータを用いている学生を歓迎する．
オフィスアワーについては特に指定せず，メールのやり取りで随時行う．
浅野泰仁: asano@i.kyoto-u.ac.jp 加藤誠: kato@dl.kuis.kyoto-u.ac.jp


